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めの指標としても有用であると思われる。 
25. 教室の最近における原発性骨および軟部悪性腫
蕩の治療方針について
一骨肉腫 EarlyAmputationについて一 
0高田典彦(君津中央) 
26. 教室の最近における原発性骨および軟部悪性腫
壊の治療方針について 
-Infusion，Tele-Cobalt併用法についてー 
0松井宣夫(千大)
高田の述べたごとく， early amputationの手術成績
はきわめてさんたんたる結果である。それらの事実にか
んがみ， 昭和何年以来， われわれは原発性悪性骨腫蕩
に対する治療法を lateamputation にきりかえ， 6カ
月にわたる長期に Infusion法による局所制癌剤持続注
入法と，大量 Cobalt照射(10000.-， 12000R)の併用法
を実施し，その後切断，離断ないしは，一部の例に層、肢
を温存せる enbloc resection，関節固定術を施行した。
それらの症例につき経過を観察すると， X線変化では，
骨の硬化像は増強し， 組織変化では局所の viab1ecell 
は著しく減少ないし，消失している。これらの療法によ
りl年以内に肺転移のため死亡する症例はなくなった。
次に軟部悪性腫療のうち，特に四肢に発生するものは，
一般に手術法の安易さから単なる切除術が行なわれ，再
発をくり返すものが多い。軟部悪性腫蕩に対しでも術前 
Infusion法， Cobalt照射 (3000，，-，5000R)の前処置後
に広汎切除，時に切断(横紋筋肉腫，滑膜肉腫 etc)を
行なうべきと考えるo 
27. 脳性麻痩の股関節脱臼および関節変化 
0石田三郎，三枝俊夫，平山景大
(袖ケ浦療育園)
上原朗(桜ケ丘育成園)
脳性麻庫の股関節脱臼ー亜脱臼は，先股脱よりも多発
しその成因に関して，先股脱と異なるところがあり，異
なる治療法を必要とする。すなわち 1)大部分が後天性
である。 2)日蓋が比較的よく保たれている。.-3)大部分
に外反股が見られる。 4) 大部分に前捻角過大が見られ
る。 5)股関節周辺筋の筋力不均衡， 筋力異常がみられ
る。われわれはその病変成立の機序に関して lつの仮説
を立てて， 2症例に骨切り術，関節形成術，筋聴手術を
種々組み合わせて手術を行ないかなりの機能改善をみる
ことができた。このような経験から CP児の脱臼一亜脱
臼の病態を今後動作学的，力的学により精密に解明を行
なえば，より早期に治療，予防を行なうことができ，か
つ治療成績を向上できうると思われる。 
28. 両側人工股関節全置換の経験 
0寺島市郎，平野彰三，堂後昭彦(千葉市立)
症例 1，45才 ♀ 変形性股関節症
両側 Mckee-Farrar型人工股関節全置換術を施行し，
底痛，可動性の著しい改善をみた。
症例 2，64才 ♀ 変形性股関節症
両側 Mckee-Farrar型人工股関節全置換術を行ない
疹痛，歩容の改善に著効をみた。
症例 3，60才 ♀ 関節リウマチ
右側に Mckee・Farrar型，左側に Charnley型全置
換術を施行，術後 1週で脱臼したが直ちに整復できた。
〔考按〕
教室および関連病院での人工股関節術施行例は 16例， 
19関節である。合併症として死亡 2例があるが人工関節
手術とは無関係であった。感染は一例もなかったが，大
量の異物を使用するので特に感染に注意する必要があ
る。本手術には人工関節の耐周年数や bonecementの
毒性，発癌性の問題，人工関節のゆるみおよびその sal-
vage operationなど未解決の問題が多いが，症例を選
べば予期以上の無痛性，可動性，支持性が得られ有用な
手術法であると思われる。 
29. 新生児検診について 
0竹内孝，村山憲太，高良宏明，鈴木弘
(国立習志野)
昭和的年 7月より昭和 46年 1月までの 3年 5カ月
に 1459例の新生児検診を行ない，異常例 100例を発見，
斜頚 63例，先股脱 13例，分娩麻庫9例の順である。斜
頚について性別，分娩状況とも一般的傾向を示したが， 
l週以内では検診時 13例を見おとした。 lカ月ごろ再
検の必要があるo 先股脱の検診数は 1258例で脱臼は 13
例(1.3%) 15関節で，男 7例女 6例である。検診法と
して，開排制限は clicksign陽性例には見られない。 
click signは Barlowの provocationtest によって 
click を認め， 発見率は1.3%で報告と同じであった。
最も重要な診断法である。 X線診断については伸展中間
位， Von Rosen肢位，臼蓋角，臼蓋の形共，あまり診
断的に意味がないようであり，全新生児にX線診断は好
ましくない。現在 clicksign 陽性のみに治療を行ない， 
click sign陰性例では 1カ月， 3ヵ月， 6カ月に再検を
行ない， 3カ月以上経過してから必要な時に X線診断を
行なっている。治療は装具， Riemenbugel法を大部分
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に行ない良結果をえた。 
30. 長野県望月町における乳児先天股脱集団検診

(第 1報)
 
0土屋恵一，黒岩車光，尾崎賢太郎，
吉野紘正，宮坂斉(千大)
昭和 45年 8月以来， 長野県望月町， 北御牧村にて乳
児先天股脱の集団検診を行なっているが， 46年 12月現
在，検診児数は男 228名，女 224名，計 452名である。
検診方法は町役場の協力を得て生後 4ヵ月にて出生児全
員の股関節X線撮影を行ない，教室に持ち帰り読影，治
療は月に l田地元の川西日赤病院に出張して行なってい
る。 X線上有異常所見児は 56例 12.4%であり， このう
ち要経過観察例は 37例 8.2%，要治療例は 20例 4.4%で
あった。要治療例は寒季の出生児に多くみられ，その脱
臼度は脱臼 1例， 亜脱臼 8例， 臼蓋形成不全 I例であ
った。治療経過では要経過観察例中 20例は平均 12.5ヵ
月にて正常化し，治療例では全員 RB装着により整復さ
れ，すでに 7例は平均 5カ月の装着にて除去し経過観察
中であり，手術例は l例もない。しかし 3例が他医にて
不適切な治療をうけており，問題を残している。 
31. 松戸市における乳児先天股脱集団検診(第 1報) 
0篠原寛休，尾崎賢太郎，渋谷光柱，
白戸寿男，藤塚光慶(松戸市立) 
32. 先天股脱難治例の検討 
0小林紘一，大井利夫，佐久川輝章
(上都賀病院)
先天股脱の治療に関し最近その進歩は著るしいものが
あるが，その中においてもなお満足せざる例に多々遭遇
する。
われわれは当院において加療せる昭和 40年以後の患
児 183例中治療に難行せる 29例 42関節に対し検討を加
え若干の知見を得た。すなわち病態的見地よりとらえら
れる当初よりの日蓋変形， 骨頭核出現遅延，大なる前
捻，頚体角はおのおの臼蓋，骨頭，関節適合性の変形に
影響を及ぼすことが示唆され，また，徒手整復時におい
ては骨頭に対する負荷ということに多大なる注意を払う
べきということであった。
さらに，長期母子入院不可能なる場合の治療方法選釈
の問題も考慮し今後の指標としたい。 
33. 先天股脱に対する Riemenbugel法の予後調査 
(3年以上経過群) 
0吉野紘正，土屋恵一，黒岩嘩光，
宮坂斉(千大)
昭和 36年より昭和 43年 3月まで， R-B法により治療
を受けた脱臼，亜脱臼 54例， 72関節につき検討した。
調査時年令は 4才から 10才 4ヵ月である。治療方法で
は R-B以外に治療経過中にギ、プス， プラスチックシャ
ーレ，パチエラー装具を用いたものも含んだ。治療成績
は三木の分類を用い，臨床成績は全例 Aであり，レ線成
績は脱臼では 79%が 1，!lE脱臼では 93%が 1，すなわ
ち正常であった。 レ線成績不良例は R-B以外にギプス
などの固定装具を使ったものに多い。つぎに臼蓋角は初
診時平均 36Sであったのが，治療終了時には 26Sとな
り，調査時には全例正常域になっている。前捻角，頚体
角も初診時過大の傾向があるが，調査時にはよく改善さ
れている。 R・B除去後， 16関節 (14.5%)に側方化が起
こったが， 2関節はパチエラー装具を用い，ほかの 14関
節は経過観察のみで自然治癒した。側方化群の臼蓋角，
前捻角，頚体角については非側方化群との聞に有意差が
なかった。骨頭変形は 7関節， 9.796に生じ， R-Bのみ
でも 3関節に起こったが，いずれも軽度であり，それに
比して中等度変形の 2関節はいずれもプラスチック・シ
ャーレを長期間装着した例であった。 
34. 新しい水溶性造影剤 DimerXの Myelogrロphy 
0大木勲(千大) 
35. 	 コンレイミエログラフィ-60例の検討 
0小松崎睦，大山隆男(日鉱中央病院) 
36. 下部腰椎コンレイーミエログラフィ-62例の検
討 
0保高英二，伴野恒雄，森田清，音琴勝
(清水厚生)
今日，なお，脊椎，脊髄外科において， myelography 
の価値は高く認められているが，それに使用される造影
剤には，気体，油性，水溶性のいずれも，真に理想と言
えるものはなく，いまだ開発の段階であるロ今回，われ
われは，従来多く使用されている， myodi1に比べ， 可
吸収性のため，後期障害はなく，また早期副作用も比較
的少ない 60%conrayを mye10graphyとして昭和45
年 12月以来，現在までに，腰痛疾患 62例に施行してきた
が，その手技，副作用，得られたレ線像の読影法，およ
び診断的価値について検討を行なったので報告する。
